
オープンサイエンスの制度設計と実装に向けた

大阪大学のアプローチ

２０２５年度 大学業務ソリューションセミナー

～他大学の先進的な取組を共有し大学の未来を拓く～ 日本の大学の未来を共に考える2日間

2025年12月１１日(木) １３:３０～1４：２0

場所：大隈スクエアビル３階会議室

大阪大学D3センター 甲 斐 尚 人

本講演で述べる意見や見解は、私の個人的な見解を含みます。



◼ オープンサイエンスの制度設計と実装とは？
研究データが生まれてから活用されるまでの価値が循環する仕組みをつくること

◼ 現実は…
体制・ルールだけ整っていても… 現場は動けず「形骸化」
基盤だけ整っていても… 活用されず「宝の持ち腐れ」
人材だけ育成しても… 属人的で「持続しない」

◼ だから意識すべきなのは…
体制・ルール × 基盤 × 人材 を 【つなぐ】 進め方
この三要素が噛み合ったとき、研究データエコシステムが回り始める
（と考えています）

◼ これによって…
• 研究支援者がデータを扱える（管理に関与できる）
• 研究者が必要に応じて迷わずデータを公開できる
• データが次世代の研究の種として残り続ける文化が根付く

 こうして新しい価値が蓄積・循環し、研究力が組織として底上げされる

大阪大学のアプローチ・実践例を紹介します

本日のお話の導入



本学のオープンサイエンス推進を
支える学内体制・基盤



役割：オープンサイエンス推進、各実施項目の進捗管理

教員：７名、職員：３名

室長 研究担当理事

副室長 D3センター 招へい教授

室員

① D3センター（図書館系）准教授

 ② D3センター（ｻｲﾊﾞｰﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ系）教授

 ③ D3センター（ﾃﾞｰﾀﾋﾞﾘﾃｨﾌﾛﾝﾃｨｱ機構系）教授

 ④ 経営企画オフィス 教授

 ⑤ コアファシリティ機構 教授

 ⑥ 研究推進部長

 ⑦ 情報推進部長

 ⑧ 附属図書館事務部長

オブザー
バー

・社会技術共創研究センター長・教授
・共創機構 教授

事務担当 研究推進部研究企画課

オープンサイエンス
推進を支える主要な
事務組織として連携

• 研究データエコシステム構築事業
• オープンアクセス加速化事業 など

推進室関係部局、コアファシリティ機構、歯学部附属病院、人文学研究科、
人間科学研究科など

オ ー プ ン サ イ エ ン ス 推 進 室

研 究 デ ー タ 管 理 人 材 育 成 W G

主査 オープンサイエンス推進室副室長

室員
D３センター、コアファシリティ機構、 

 附属図書館、研究推進部、情報推進部

事務担当 附属図書館事務部

理事・副学長
（研究担当）

◆ 基盤連携・人材育成の推進体制◆ 研究推進本部 オープンサイエンス推進室

本学のオープンサイエンス推進体制



ポリシー策定までの道のり
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データの所有権は誰にある？

研究データの管理と保存の違いは？

データ保存するも破棄するも自由？（研究不正が
発生したときどうする？）

データの売買も研究者の自由？（大学の戦略に従
う必要はない？）

大学の戦略資源に成り得るデータも無償で公開し
ていい？

総長裁定 2023年3月

部局長会議

理事・部長懇談会

研究推進本部
研究オフィス会議

統括理事調整

３系統戦略会議

研究推進本部
オープンサイエンス推進室会議
※2021年11月発足 策定まで計5回開催

先行大学ヒアリング
※京都大学・名古屋大学

研究データポリシーの策定状況



開催日 会議名 内 容

2021年10月 ―
先行大学等の研究データポリシーの調査 

 －京都大学、名古屋大学のキーパーソンにインタビュー
－iLDi研究拠点（Society5.0）のデータポリシー作成教員にインタビュー

2021年11月 ― 研究推進本部内にオープンサイエンス推進室を設置

2021年11月 研究オフィス会議
ポリシー策定に向けた先行大学調査の状況説明

 ポリシー素案作成開始を報告

2021年12月
第１回

 オープンサイエンス推進室会議

ポリシー素案の提示・議論
  研究公正とオープンサイエンスのバランスの取れたものにする
  ※データは単なる研究の副産物ではない

2022年  2月
第２回

 オープンサイエンス推進室会議

ポリシーたたき台の提示・議論
  前文（理念・大阪大学が目指す将来像との整合性など）・定義（研究者、
  研究データ、研究データ管理）、研究者・大学の責務など

2022年  4月
第３回

 オープンサイエンス推進室会議

ポリシーたたき台の修正・議論
 ポリシー解説素案の提示・議論
 ※オブザーバーとして社会共創研究センター（ELSIセンター）が参加

2022年  6月
第４回

 オープンサイエンス推進室会議
ポリシーたたき台の修正・議論

 ポリシー解説たたき台の提示・議論

2022年  7月 研究オフィス会議
ポリシーおよびポリシー解説たたき案の提示・議論
※以降の調整はオープンサイエンス推進室長に一任

2022年  9月
以降

各種調整
 各種会議附議予定

現行規定とのバッティング有無の最終確認など
 ※今年度中の策定を目指す

7

策定までの経緯詳細



※ポリシーでは、以下のルール等に従い、公開・利活用することを規定

（現行規定とのバッティングはなく現行規定を包括する文脈）

●研究データ管理計画を策定する
●研究データを適切に取得・収集、保存する
●可能な限り研究データを社会に公開し、その利活用の促進に努める

研究データの利活用に関する法令・学内規則

大阪大学研究データポリシー
（全ての研究データが対象）

研究データの公開に関する法令・学内規則

個人情報保護法、外国為替及び外国貿易法、経済安全保障推進法、
秘密保持契約、外国の知的財産法やEU一般データ保護規則などの
個人情報の保護に関わる法規など

発明
特許法
大阪大学発明規程

データベース
著作権法

ノウハウ
不正競争防止法（一部）

臨床研究データ
薬機法・臨床研究法
大阪大学臨床研究データ利用
許諾等規程

研究成果有体物
薬機法・臨床研究法
大阪大学研究成果有体物規程

空白部分のルール作りが
今後の課題

（オープンアンドクローズ戦略）
※ポリシーでは、「別途大学内で定められる研究データ

の公開・利活用に関する方針」と規定

法令・学内規定との関係性



研究データ管理の必要性
◆ 人間の記憶は頼れない

「3日前の晩ご飯も曖昧」なのに、複雑な実験・分析・フィールド調査を完全に記憶で再現するのは不可能。

◆ 記録がなければ「やっていない不正」を疑われるリスク
• データの所在、生成過程（誰が・いつ・どう作成したか）、メタデータの有無など

⇒保存不足、ログ欠落、元データの所在不明、個人情報への無自覚な扱い、データ流出
記録がなければ 潔白でも証明できない事態が起こり得る
特に FFP（研究不正：捏造・改ざん・盗用）/ QRP（好ましくない研究活動） の観点でリスクが大きい

「管理対象データ」の定義は？ 分野差が大きいため 一概には定義は難しい。
→ 「最低限管理すべきデータ」を研究者・分野ごとに考えるアプローチが現実的。

実験データ
• 一度に複数のデータ（失敗とすぐ判別可能なデータ）

※化学実験の失敗データなどに全て同じ粒度のメタ
データ付与は不要。

• 一度に大量のデータ（二度と取れないかも）
※天体望遠鏡からのデータなど

• のちの研究の種になるようなデータ（将来性をすぐ判断
できない）

生命科学データ
• ラット実験

ここだけのメタデータだけで再現性はある？



研究データの流れ

メタデータの流れ

データ再利用

研究者環境

メタデータ連携

データ解析

データ検索
※共通項目データ共有

データ共有

データ保存

学内外研究者

データ公開

学内外研究者

研究データ基盤連携全体像

データ検索
※共通項目

データ公開

データ証跡

研究データ基盤エコシステムの状況

論文・根拠データ
公開申請※即時OA

メタデータ保存



基盤利用フェーズ①
データ管理・保存・解析

研究データの流れ

メタデータの流れ

データ再利用

研究者環境

メタデータ連携

データ解析

データ検索
※共通項目データ共有

データ共有

学内外研究者

データ公開

学内外研究者

研究データ基盤連携全体像

データ検索
※共通項目

データ公開

データ証跡

研究データ基盤エコシステムの状況

データ保存

メタデータ保存



ネットワーク経由での測定データの流通を実現
（部局内・学内）コアファシリティ機構

測定データ集約配信システムインターネット接続不可環境

WinXP

NMR
X-ray 

Diffraction

Win7
独立
分離

小規模分析室

インターネット
接続制御環境

router

NAS

NAS→ONION
自動同期
(S3)

機器→ルータ→NAS
一方向通信

インターネット接続環境

研究室のPC

MacWin11Linux

他部局 他部局

サイバーメディアセンター
データ集約基盤

ONION

部局ルータ
部局内

学内

学内でのデータ利活用
コラボレーション

部局内での日常的な研究
での活用

※特定フォルダのみ

研究データ基盤連携全体像

研究データ基盤エコシステムの状況

大阪大学コアファシリティ機構古谷浩志先生から提供



理化学研究所情報統合本部小林紀郎先生、大阪大学コアファシリティ機構古谷浩志先生から提供

研究データをメタデータとともに基盤サイクルへ



基盤利用フェーズ②
データ公開

研究データの流れ

メタデータの流れ

データ再利用

研究者環境

メタデータ連携

データ解析

データ検索
※共通項目データ共有

データ共有

学内外研究者

データ公開

学内外研究者

研究データ基盤連携全体像

データ検索
※共通項目

データ公開

データ証跡

研究データ基盤エコシステムの状況

データ保存

メタデータ保存



大阪大学

エスノグラフィ・ラボ

研究データストレージ

「オープン・エスノグラフィ」のエコシステム連携

2022年度〜 オープン・エスノグラフィのパイロットプロジェクト

機関リポジトリ

開発ソフトウェア

• 分析⇒論文作成のサポート
• 研究データ共有・公開促進
• 応用分野融合の促進

保存

広範囲な公開・アクセス

デザイン、建築、
教育、都市計画、

etc.

一般参加者、
ステークホルダー

学外・応用分野

人文社会系質的研究・フィールド調査系に適したエコシステムの追求

• エスノグラフィの研究データ：
フィールドノート（テキスト、写
真や映像）

生成

限定的な共有／公開

大阪大学附属図書館神崎隼人先生から提供



大阪大学Ｄ３センター田主英之先生から提供



基盤利用フェーズ②
データ公開

研究データの流れ

メタデータの流れ

データ再利用

研究者環境

メタデータ連携

データ解析

データ検索
※共通項目データ共有

データ共有

学内外研究者

データ公開

学内外研究者

研究データ基盤連携全体像

データ検索
※共通項目

データ公開

データ証跡

研究データ基盤エコシステムの状況

データ保存

論文・根拠データ
公開申請※即時OA

メタデータ保存



研究マネジメント総合支援システム（REMS)

2025年10月： 
対象者限定で稼働予定
2026年  4月： 
全学向けに本格稼働予定

研究者 研究者

これまで：繰り返し作業と手間 これから：ワンストップ入力で省力化

DMP作成

DMP作成必須化・オープンアクセス義務化による研究者の作業負担を軽減

◼ ワンストップ入力：OUKA登録・researchmap連携・業績集積に半自動反映。

◼ 入力補助・代理入力：書誌情報の自動取得。部局や支援者が代理で登録可能。

◼ DMPやPJ情報との連動：同じ情報を繰り返し入力する必要なし。

◼ 自動通知・承認フロー：Power Automateでメールでのやりとり・確認を削減。

繰り返し入力 メール往復
繰り返し入力

削減
メール往復

削減

半自動反映

OA化

業績管理

DMP作成

OA化

業績管理

◼ OA加速化事業予算で構築

◼ 研究マネジメントを総合的に支援する視点から構築

◼ OA化支援だけでなく、DMP作成や研究業績管理、IR用アンケート機能なども付与

◼ 総括：オープンサイエンス推進室、運用主体：附属図書館、管理支援：情報推進部、活用推進：研究企画課、利活用：学内各部局

情報処理学会デジタルプラクティス（4月号）に掲載予定



本学が進める
研究データ管理人材の育成



引原隆士先生「研究のライフサイクルと研究データマネージメント」
オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方検討部会（第6回）（2022.11.14）
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研究データ管理の考え方（欧州と日本との違い）



引原隆士先生「研究のライフサイクルと研究データマネージメント」
オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方検討部会（第6回）（2022.11.14）

21

研究データ管理の考え方（日本における実態）



引原隆士先生「研究のライフサイクルと研究データマネージメント」
オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方検討部会（第6回）（2022.11.14）

22

（コーディネーターのような役割）

研究データ管理の考え方（欧州と日本との違い）



◆Data Stewardship

研究機関が、データポリシーが守られるようにす

るために、研究および支援スタッフが一連の研究

データのライフサイクル全体にわたってFAIRを確

立する変革プロセス。

Hasani-Mavriqi, I., Reichmann, S., Gruber, A., Jean-Quartier, C., Schranzhofer, H., & Rey Mazón, M. (2022). Data Stewardship in the Making (1.0). 
DOI：10.3217/4pc3j-ygw31
Frederike Schmitz. (2020). The roles of data stewards in the data stewardship landscape identified in Denmark and the Netherlands. Zenodo. DOI：
10.5281/zenodo.4321265

研究者、ソフトウェア開発者、インフラ提供者

（機関内外）などとの連携を図り、研究機関における

データスチュワードシップを実践するスタッフ。

◆Data Steward

Assist researchers 

with responsible 

data 

collection/managem

ent (RCR)

Ensure that 

institutional data 

collections are 

open and 

responsibly 

curated (OS)

Enable 

responsible re-

use of research 

outputs (RRI)

https://repository.tugraz.at/doi/10.3217/4pc3j-ygw31
https://repository.tugraz.at/doi/10.3217/4pc3j-ygw31
https://repository.tugraz.at/doi/10.3217/4pc3j-ygw31


参加国

欧州（オーストリア、リトアニア、ポーランド、

ベルギー、スイス、チェコ共和国、アイルランド、

イタリア、ドイツ、スウェーデン、ノルウェー ）

＋アメリカ合衆国＋日本 計26名

◼ウィーン大学 Data Steward Certificate Course
（2023－2024）

参加者職種

Research consultant, RDM consulter, 

Researcher, Lecturer, Librarian, Data 

Librarian, Data Steward, PhD student, 

Repository manager, Data manager, OR 

Support Unit Lead, Bioinformatician, RDM 

and RDP Coordinator, Research 

coordinator, Research midwife, Data 

scientist, 3D lab Operator, Archivist

https://www.postgraduatecenter.at/fileadmin/user_upload
/pgc/1_Weiterbildungsprogramme/Data_Steward/Download
s/Certificate_Program_Data_Steward_Uni_Vienna_20240418.
pdf



Module 1 : Basics of RDM and Open Science

1.1 Introduction to RDM and Open Science

1.2 Role of Data Stewards at Research Institutions

1.3 Legal Framework of RDM and Open Science

1.4 Responsible Research Practices: Ethics and Integrity

1.5 Financing Models, Cost Estimation and Budgeting

Module2 : Basics of IT and Data Science

2.1 Introduction to Data Science and Data-Driven Research

2.2 Introduction to Machine Learning

2.3 Database Systems

2.4 Programming Basics

2.5 Unix Shell

2.6 Version Control with Git and GitLab/GitHub

2.7 Programming with Python

Module3 : FAIR Research Data in the Life Cycle

3.1 Project Management and the Research Funding Landscape

3.2 Data Management Plans and DMP Tools

3.3 Organizing and Structuring Data

3.4 Processing and Cleansing Data

3.5 Metadata and Documentation for Research Data

3.6 Repository Management and Long Term Preservation

3.7 Data Security, Storage Media and Storage Systems

3.8 Data Analysis and Visualization

3.9 Semantic Web, Ontologies, Linked Open Data

3.10 Interoperability und Data Migration

3.11 Persistent Identifiers

3.12 Reuse incl. Legal Aspects

3.13 Data Stewardship in the Social Sciences
3.14 Data Stewardship in the Humanities

3.15 Data Stewardship in the Natural and Life Sciences

3.16 Data Stewardship in the Technical Sciences

Module4 : Research Data Management Support

4.1 RDM Support and Services 1

4.2 Teaching Basics, Knowledge Transfer, OER

4.3 RDM Teaching and Training in practice

4.4 Needs Assessment

4.5 Requirements Engineering

4.6 RDM Support and Services (Advising) 2

Module5 : Data Stewardship in Practice - Project Work

各モジュールの講義・ディスカッション



DMP作成に向けた適切なステップの議論

グループ演習 2

インタビュー記事の匿名化手順について議論する

• 直接的および間接的な識別子を特定する

• 識別リスクと参加者への潜在的な危害を評価する

文脈情報も議論する

10分後にプレナリーセッションで再集合し、全体議論



研究データエコシステム構築と人材育成
AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業（2022年度～2027年度）

https://www.nii.ac.jp/creded/project.html

https://www.nii.ac.jp/creded/project.html


◆ 学習教材（マイクロコンテンツ教材）の開発
◆ 学習教材の展開

Learning Record 
Store

第一段階 第二段階

第四段階

研究データ管理教材の開発および展開 LA基盤のプロトタイプ構築

職種別・分野別学習教材の提供人材育成環境の水平展開

研究データ管理教材（基礎編・共通実践編）

第三段階

ログ蓄積

教材学習

学習分析

◆ 人材育成環境 ◆ 職種別にスキルを習得可能なマイクロコンテンツの提供

A大学

B大学

C大学

◆ アンケート・視聴・学習ログデータの集約
◆ ログの可視化・学習分析
◆ 学習教材の改善 

図書館
職員

技術職員
（実験）

知財系
職員

情報系
職員

教材改修
再開発

◆ 実践編教材の提供

・・・

• 開発コンテンツをベースに、

各研究機関、コミュニティ

用にアレンジして、学認

LMS（機関限定コース）で

構成員に提供可能に。

⇒ 一連のサイクル（教材展開、

LA分析、教材再開発）を学

認LMSを活用して他大学で

も可能に。

 

RDM人材育成の取り組みの全体像



◆ 学習教材（マイクロコンテンツ教材）の開発
◆ 学習教材の展開

Learning Record 
Store

第一段階 第二段階

第四段階

研究データ管理教材の開発および展開 LA基盤のプロトタイプ構築

職種別・分野別学習教材の提供人材育成環境の水平展開

研究データ管理教材（基礎編・共通実践編）

第三段階

ログ蓄積

教材学習

学習分析

◆ 人材育成環境 ◆ 職種別にスキルを習得可能なマイクロコンテンツの提供

A大学

B大学

C大学

◆ アンケート・視聴・学習ログデータの集約
◆ ログの可視化・学習分析
◆ 学習教材の改善 

図書館
職員

技術職員
（実験）

知財系
職員

情報系
職員

教材改修
再開発

◆ 実践編教材の提供

・・・

• 開発コンテンツをベースに、

各研究機関、コミュニティ

用にアレンジして、学認

LMS（機関限定コース）で

構成員に提供可能に。

⇒ 一連のサイクル（教材展開、

LA分析、教材再開発）を学

認LMSを活用して他大学で

も可能に。

 

RDM人材育成の取り組みの全体像（第一、二段階）



RDMサイクルに沿って背景知識を教材化

構成

➢ 研究データマネジメントを知る 
➢ 研究データポリシーと関係規程等 
➢ 研究データ管理計画（DMP） 
➢ 研究データを取得・収集および保存・共有する 
➢ 研究データを公開する 
➢ 研究データを利活用する

職種別の学習カリキュラム作成

学内展開（FD研修） 学外展開（学認LMS・ OUKA・大阪大学特設サイト）

学認LMS登録 10/２時点 6９機関、４１５人

RDM基礎編教材の開発



九州大学との協働（解説内容
の補強）による効果の可能性
が考えられる

JPCOARとの協働（読上げ
テキスト改善）による効果が
考えられる➢ 難 易 度  ： 3年間を通して90％前後が肯定的。

➢ 分  量  ： 毎年「多い」と「少ない」の両方の評価が見られる。経験層差が反映されている可能性。

➢ わかりやすさ  ： 3年間を通して90％前後が肯定的。

➢ 理 解 度  : 否定的回答が大幅に減少。

否定的回答(少し当てはまるを含む)は 2023年0% → 2024年18% → 2025年 8%

➢ 方 法 理 解 ： 「非常に」割合の限定的伸び：２0%（2023） → 18%（2024） → ９%（2025）

→ 伸び代が残存。具体例の追加が望まれる。

提供年度ごとの評価推移

全体を通した評価（新任教員研修２０２３年度：３０名、２０２４年度５０名、２０２５年度：２３名、計１０３名）

非常にそ

う思う

24%

そう思う

57%

少しそう

思う

10%

研修の難易度は適切か。

非常にそ

う思う

22%

そう思う

42%

少しそう

思う

16%

研修内容の分量は適切か。

非常によく

当てはまる

26%

当てはまる

48%

少し当ては

まる

17%

スライド内容と解説はわかりやすかったか。

非常によ

く当ては

まる

34%当てはま

る

55%

少し当て

はまる

10%

研究データマネジメントに関する理解が

深まったか。

非常によ

く当ては

まる

17%

当てはま

る

59%

少し当て

はまる

23%

RDMを実施するときに、その方法を理解

することができたか。

RDM基礎編教材 アンケート分析結果（2023.10～2025.９）



➢ 2024年度：繰返視聴は全体で６５% 
➢ 2025年度：繰返視聴は全体でほぼ９%前後

→ 音声・説明の改善による影響の可能性。
一方で、それでも繰り返し視聴が残る講義・トピック
は、アンケート結果と概ね一致する傾向に。

Q．どの講義が特に役立つ（あるいは役立
ちそう）か 選択してください。

2023 2024 2025 計

1.研究データマネジメントを知る 6 10 8 24

2.研究データポリシーと関係規定等 4 7 1 12

3.研究データ管理計画 9 13 6 28

4.研究データを取得・収集および保存・共有する 7 19 8 34

5.研究データを公開する 10 13 3 26

6.大阪大学機関リポジトリOUKA 9 13 － ２2

7.研究データを利活用する 9 11 ５ 2５

8.大阪大学の学内基盤の紹介 11 12 ８ 23

視聴ログ分析（簡易的）アンケート分析

RDM基礎編 アンケート・視聴ログ分析（2023.10～2025.９）





文部科学省「世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業」研究者のための＋αシリーズVol.35 (2025年7月17日)

『Research Data Management for the Open Science Era ～いま考えるべき研究データマネジメントのかたち～』

改修（特に「3.研究データ管理計画」「5.研究データを公開する」）を実施したことで受講者から高い評価
⇒ 学認LMS上の教材も更新予定（2025年度末）

アンケート結果を受けて改修した教材でセミナーを実施



文部科学省「世界で活躍できる研究者育成プログラム総合支援事業」研究者のための＋αシリーズVol.35 (2025年7月17日)

『Research Data Management for the Open Science Era ～いま考えるべき研究データマネジメントのかたち～』

改修（特に「3.研究データ管理計画」「5.研究データを公開する」）を実施したことで受講者から高い評価
⇒ 学認LMS上の教材も更新予定（2025年度末）

アンケート結果を受けて改修した教材でセミナーを実施



追加したスライド例（国内の最新動向、DMPに関するQA、メタデータ管理の実例）

アンケート結果を受けて改修した教材でセミナーを実施



➢ 職種別最適化（パーソナライズ学習）
学習前の事前テスト結果から弱点部分を特定し、受講者個別に教材トピックを提示

➢ 様々なプラットフォームを通じた展開
各研究機関の環境に合わせて導入できるように教材を提供

学内展開（CLE）学外展開（OUKA）で展開予定

運用機関 公開プラットフォーム 受講者数・アクセス件数
NII 学認LMS 計415名(6９機関)

JPCOAR JPCOARリポジトリ 計2,897件（2024.12.9～）

大阪大学

CLE（大阪大学e-learning）
※新任教員研修（選択科目）

計103名
内訳   23名（2025年度）

 50名（2024年度）
 30名（２０２3年度）  

機関リポジトリOUKA
計1,332件

内訳 809件（2023.10.1～）
  523件（2024.12.9～ ※改修版)

（2025年10月2日時点）

今後の取り組み（基礎編）



神崎 隼人, 「人材育成チーム：職種別に最適化した教材学習カリキュラムによる図書館職員向けの人材育成の実践」, 『研究データエコシステム構築事業シンポジウム 2025』

今後の取り組み（基礎編）



➢ 受講の動機づけの強化
• 学認LMSでオープンバッジ付与

※学認LMSで65機関・382名が受講中・受講済み（9/17時点）
• ルール・ガイドライン整備チームとの連携

人材育成（阪大） ルール・ガイドライン整備（名大）

RDM基礎編教材 RDMガイドライン

RDMガイドライン

ガイドラインと基礎編教材の紐付け
ガイドラインに紐づいた教材で学習することができる

RDMガイドライン

職種別最適化教材とガイドラインの紐付け
各職種の支援人材が、教材で学習する際に、
どの法令・ガイドライン項目が根拠となって
いるか確認できる

・・・図書館 URA 情報系

RDM基礎編教材

職種別最適化教材 ※阪大×NII×JPCOAR

RDM基礎編教材

今後の取り組み（基礎編）



1章

DMP作成 OA化

研究データライフサイクル

共通
実践編

ストレージ使い方

基礎編

２章

名古屋大学研究データ管理・公開・利活用ガイドラインなど

倫理審査

DMP作成
（研究PJ始動）

データ
取得・収集 データ分析 成果発表

論文・データ
公開

データ
長期保存

データ
保存・共有 データ加工

データ
利活用

事前知識

３章

４章

５章

６章

法令・規定
専門分野

ルール
DMP必須化 即時OA義務化 10年保存

ストレージ使い方

個人情報保護 個人情報保護

著作権・特許 著作権・特許

外為・不正アクセス

著作権・特許

ルール・ガイドライン整備チームとの連携



「オープンアクセスを巡る状況と大阪大学に
おけるオープンアクセス支援」

学内展開（OA：FD研修）

「研究データ管理計画（DMP）とは 研究計画と
データマネジメント 〈 学習編 〉」

学外展開（大阪大学特設サイト）

構成

➢ 研究データ管理とDMPの関係
➢ 研究データ管理計画（DMP）を作成時にポイント など

構成

➢ オープンアクセスの方法
➢ オープンアクセス出版とAPC など

RDM共通実践編（OA・DMP）の開発



全体を通した評価（新任教員研修２０２３年度：43名、２０２４年度２９名、２０２５年度：１０名、計８２名）
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RDMを実施するときに、その方法を理解

することができたか。

RDM共通実践編（OA）教材 アンケート分析結果（2023.10～2025.９）



背景
研究現場のデータは多様であり、クリーニング・整形・処理の段階でPythonが使用されることが多い。
研究データライフサイクルの各段階の研究支援人材にも、以下の理解は重要である。

⚫ データ品質確保や再現可能性の考え方の理解
⚫ 研究者の技術的な処理に対する最低限の理解

研修の目的
Pythonを用いたデータ処理の基礎を通じて、研究支援人材が研究データの品質確保や共有・再利用を理
解するために必要な基礎知識を身につけ、研究者の技術的な処理内容に対して理解を示せるようになる

◼ 産業科学研究所AIセンター 木村先生・山中技術専門職員 作成教材より

主催： 附属図書館研究開発室

共催： 産業科学研究所 AI センター、コアファシリティ機構

  情報推進部、D3センター

協力： 技術職員連絡会議

部局横断型女性技術職員ネットワーク

産業科学研究所技術室

RDM共通実践編（Python活用基礎研修）の実施



区分 主な内容 RDMとの関係

入門編1 Pythonの基本文法と制御構造 再現可能な処理の基礎を理解

入門編2 NumPyによる数値計算と配列処理 データクレンジングと品質管理の考え方を理解

応用編1 pandas・Matplotlibによるデータ解析 可視化・メタデータ生成による品質保証の理解

応用編2 scikit-learnによる機械学習入門 データ利活用・AI応用の基礎概念を理解

研修構成とRDMへの接続



入門編（1・2）Python基礎と数値処理 ― 再現可能な処理の理解

• 研究データの品質や再現性は、「どう処理されたか」の記録に大きく依存
• ところが、研究者の多くはその処理をExcelやスクリプトで行い、「なぜその操作をしたのか」が暗黙知（implicit 

knowledge）として残りがち。
• 支援者がこの処理の構造や考え方（例：欠損値を除外した理由、閾値設定の根拠など）を理解していれば、データ管理計画

（DMP）や共有時のメタデータ説明・品質保証を支援できる可能性

研究者の操作 Pythonによる処理 支援者が得る知識

データをフィルタして不要な
行を削除

if文・条件指定で処理を制御
•研究者が行うデータ整形・前処理の基本構造を理解できる
例えば、「どの条件でデータを除外しているのか」を説明できる

複数ファイルを統合 for文・関数で繰り返し処理
•データクレンジングや加工の再現可能性の重要性を把握できる
例えば、「結合時に整合性をどう担保しているか」を理解できる

数値を正規化・平均化 NumPy配列の演算
•処理ルールをコードベースで説明・理解できる視点を獲得
例えば、「統計処理の意味や再現性」を把握できる

• データ解析や可視化、AIによる分析は、研究データの品質保証と再利用性の基盤となる。
• 研究支援人材がこれらの処理の構造を理解していれば、品質検証・メタデータ生成・派生データ管理といったRDM後半

段階の支援が可能になる。

応用編（1・2）データ解析とAI応用 ― 品質保証と利活用の理解

研究者の操作 Pythonによる処理 支援者が得る知識

データを整形・集計して傾向
を把握

pandasによるデータフレーム操作（集計・整形・
統計計算）

研究者が行う分析処理の構造を理解する
例えば「どのような基準でデータを集計しているか」を説明できる。

データを可視化して傾向を検
証

Matplotlibによる可視化（折れ線・棒・散布図な
ど）

可視化が品質検証（異常値検出や傾向確認）に果たす役割を理解する
例えば、「再現可能な分析手順の重要性」を把握できる。

モデルを作成して予測・分類 scikit-learnによるクラスタリング・回帰・分類
モデルを再利用可能な成果（派生データ）として捉える
例えば、「分析工程を記録・説明できる視点」を得る。



今後の取り組み（実践編）



大阪大学オープンサイエンス推進室 研究データ管理・オープンアクセス支援

https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/

トップページ
オープンサイエンス推進の理念と取組全体を紹介し、研究データ管理・公開支援への入口となる導入ページ。

https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/
https://osoa-portal.osaka-u.ac.jp/


大阪大学オープンサイエンス推進室 研究データ管理・オープンアクセス支援

動画学習教材でRDMの基礎・実践を学ぶ

データを保存・管理する
ーONIONでデータを保存・管理するー

研究成果の公開と利活用
－機関リポジトリによるオープンアクセスー



まとめ – ご一緒に、研究データエコシステムを

• 体制・ルール × 基盤 × 人材 をつなぐ視点が不可欠

• 小さな成功を積み重ね、学内で「できる」雰囲気を醸成

• 課題は共通、解決策も“シェア”できる可能性

• 相互に学び合うネットワークの構築

本日の議論が、皆さまとの今後の協働に繋がると幸いです

ご協力者への御礼

本講演の準備と実践にあたり、多大なるご支援・ご協力をいただきました、国立情

報学研究所、共同実施機関、本学関係者の皆様に心より感謝申し上げます。



ご清聴ありがとうございました
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